
 

 

 

 
 

私たちは、皆様のご協力によって、
今年もまた、素晴らしいラブボッ
クスが届けられることを祈って
います！ 2023 年の目標は、支
援を必要としている 800 家族に
ラブボックスを届けることです。 

詳細は同封の申込用紙をご確認ください。 

ネットからのお申し込みが便利です。 
https://metroworldchild.jp/lovebox/ 
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感謝祭の季節です！ 
ラブボックスで神様の愛を伝えよう 

【＊お願い】ご住所を変更された方は、日本事務所までご連絡ください。（自動転送されません） 連絡先は最終ページでご確認ください。 

 

ケニアクリスマス支援
締め切りは、９月１０日(日)です。 

今月の引き落とし日！ 
９月 1９日(火)です。 

 

今月号の目次

P２…ビル師からのメッセージ 

P３…アフリカの状況／ケニアクリスマス 

P４…日本事務所からの重要なお知らせ 

あなたは、ニューヨークのお腹をすかせた子どもたちに、感謝する理由を与えてくれています！ 

ニューヨークでは、メトロの子どもたちや困窮している家族に、栄養豊かな食べ物と神の愛を分かち合う、毎年恒例のラブボッ
クス活動の季節が近づきました。 

サラにとって、彼女の家族が受け取ったラブボックスは、絶妙なタイミングで届きました。サラは 16 歳で、⺟親と祖⺟、叔⺟、
そして 2 ⼈の若いいとこと⼀緒に住んでいました。サラの⺟親は、働いてこの大家族を養える唯⼀の存在でした。しかし、昨年
の夏の終わり、サラの⺟親が自転車で通勤中にバスにはねられ死亡するという悲劇に見舞われました。 

ご想像のとおり、家族は非常なショックを受けましたが、あなたのような友⼈たちの助けのおかげで、私たちは、その子どもたち
に数週間分の食料を提供することができました。サラの祖⺟が、ドアを開けて私たちのスタッフの顔を見た時、 
彼女は泣き崩れました。彼女は、他⼈の思いやりが、これほど素晴らしい方法で悲しんでいる家族に 
伝えられるとは思ってもいませんでした。こんなにすばらしいタイミングで。 

ニューヨークでは今年、インフレが深刻な打撃を及ぼしています。生活の基本の 
毎日の食料品さえも価格が高騰しており、すでに困窮していた家庭では、 
さらに深刻さを増しています。 

あなたのような思いやりのあるスポンサーや支援者が、毎年 
恒例の、感謝祭のお祝いのごちそうが詰まった箱を届け 
るという、このシンプルな、「ラブボックス」の活動 
を通じて、神の愛を何度も⺬してくださってい 
ます。 

 

締切 

１０月１０日

(火) 



 

  

2 

何で感謝できるの？ 
こんなにひどい状況なのに 
この厳しい質問は、ジェームズという小さな男の子が、日曜学校の

後に言った言葉です。 

感謝祭が近づいていましたが、彼の生活は相変わらず大変な状況でした。周囲の荒廃、憎しみ、 

貧困、暴力だけを絶えず見ていると、希望は揺らいでしまいます。私たちは子どもたちに、たとえつらい 

状況に見えても、常に感謝すべきことはあるということを教えています。 

スポンサーのおかげで、七面鳥の入った両腕いっぱいのラブボックスを抱えて、バスキャプテンたちが玄関にやってきた時

のジェームズの驚き様を想像してみてください。ジェームズの母親は泣き出してしまいました。「私たちに食べる物がなく、今

年は感謝祭ができないことをどうしてスポンサーは知ったのですか？」と彼女は尋ねました。バスキャプテンは、「神様はご存

知でした」と答えました。それは数年前のことですが、神様は、私たちの必要と願いをご存知であるということを、ジェームズ

は今も決して忘れていません。 

今年、あなたが人生の中で感謝すべきことにすぐに気づけるようにと祈っています。時々、環境や状況によって視界が曇っ

た時には、視界をよくするために、何か別の場所からのちょっとした働きかけが必要になるものです。 

感謝祭が近づいていますので、主の善良
さ、主の備え、主の愛に疑いの余地がない
ほどに、主があなたを用いてくださいます
ように！ 

あなたは 
人生を変えて 

います！ 

ケニアのスポンサー募集中 
 

あなたの周りに、子どものご支援をしていただける方はい
ませんか？ 
スポンサーが付けば、学校で給食が食べられるようになり
ます。１日１食でも食べられるようになれば、生き延びるこ
とができ、学びにも集中することができるようになります。
文字通り⼈生が変わるのです。 

https://metroworldchild.jp/metrogenerallp/

    支援の詳細→ 

メトロが関わる子どもたちの

数は、昨年秋の２６万人から、

現在は３２万人へと急速に増

えています。 

しかし、その中には、まともに

食べることもできないような、

苛酷な状況で成長する子ども

たちも数多くいます。 

スポンサー申し込み→ 

https://metroworldchild.jp/apply-for-sponsor/

 



 

  
エドワードの笑顔を見れば、彼のような家族にとってあなたの

ご支援がどれほど大きな意味を持つかがわかります。 

エドワードと彼の弟はシングルファーザーと暮らしています。 

しかし、その父親が怪我をして、数か月間も仕事ができなく

なってしまいました。熱心なスポンサーのおかげで、エドワード

は、毎日学校で栄養十分な昼食を食べることができます

が、弟のことが心配で、昼食の一部を弟のために残して持っ

て帰ることがよくありました。 

しかし、学校が長期の休みに入ると、家族は絶望的な状況

に陥りました。家には食べ物が何もなかったので、エドワード

は助けを求めて神様に祈り始めました。 

助けがすでに届いていることを彼は全く知りませんでした

が、 彼のスポンサーは、家族の生活を助けるために、トウモ

ロコシ粉と豆、米、油、その他の毎日必要な食材が詰まった

食料セットを提供してくれていたのです。 

エドワードの父親は、この窮地に息子たちに贈られた食糧援

助にとても感謝して、言葉もありませんでした。あなたの思い

やりによって、緊急の必要がある家族に、命を支える食料を

届けることができるのです。 

食べ物を贈ることは、飢えをしのぐことができるというだけで

なく、子どもたちの安全をも守ります。厳しい状況が続くと、

年長の子どもたちは、食べ物を買う数セントを稼ぐためにで

きることはないか探しに行くことがあります。そして中には、危

害を加えたり、人身売買をする暴力団のような人々の餌食

になった子どもたちもいます。 

ケニアでは、何百万もの家族が極度の貧困状態にあります。 

食糧価格の高騰と長引く干ばつが問題をさらに悪化させ、

エドワードのような家族が危険に直面しています。 

あなたの示してくださる思いやりは、このような子どもたちが

しばしば直面する飢えを和らげるだけでなく、神様が、彼ら

の必要をご覧になり、助けを送ってくださるという希望を与え

てくれます。 

私たちメトロのチームと子どもたち、その家族は、非常に困難

な場所で成長する子どもたちに神の愛を示すために、国境

を越えて手を差し伸べてくださる皆さんの献身的なご支援

に感謝してもしきれません。 

ケニア・クリスマスプレゼント募集中 
先月ご案内をお送りしていますが、ケニアの子どもたちへの
クリスマスプレゼントを受け付けています。 
日本でも物価上昇が続いており、厳しい状況の皆様もいらっ
しゃると思います。できる範囲で構いませんので、ご支援を
ご検討ください。 
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空腹を和らげ 

希望を運ぶ 
あなたの思いやりがケニアに決定的変化をもたらしています！ 

 

御名をたたえる 
くちびるの果実を、 

神に絶えずささげようでは 
ありませんか。 

善を行なうことと、 
持ち物を人に分けることとを 

怠ってはいけません 
へブル 13:15-16 

お急ぎください！ 
締切は 9 月 10 日(日)です。 

期限を過ぎても現地に確認しますので 

レポートがお手元に届きましたら 

すぐにお申し込みください。 

 

https://metroworldchild.jp/ke-christmas/ 



違いを生み出す月曜日！ 
メトロの働きは各国で急激に拡大し、サポート
の必要な子どもの数は、飛躍的に増えています。
新規スポンサーを常時募集していますので、よろ
しくお願いいたします。コロナや戦争で、貧困地
域の状況は悪化し続けており、ケニアでは、以前
から食事をまともに食べることができない子ど
もがたくさんいましたが、今はさらに深刻な状
況です。現地を訪問した若いスタッフは、その悲
惨さを目撃して、「違いを生み出す月曜日」のキ
ャンペーンを発案。一人でも多くの子どもにス
ポンサーを見つけようと努力しています。どう
ぞ、身近な方々にメトロをご紹介ください。 

メトロ紹介＆申込サイト⇒ 

https://metroworldchild.jp/metrogenerallp/ 

ビル師来日予定日３月下旬！ 
すでにお知らせしていますように、ビル･ウィル
ソン師のセミナーを来年３月に開催することに
なりました。 

ビル先生は、スポンサーの皆様に直接会ってお
礼を言わなければならないので、来年は必ず開
催したいということです。 

開催日程は、３月１７日(日)〜２４日(日)の予定
です。開催場所などの詳細は未定です。ご自分の
教会や地域で開催をご希望の方は、すぐにご希
望をお知らせください。 

また、お近くの会場で開催されるセミナーに、お
知り合いの方と共にお休みを取ってでも必ずご
参加ください。よろしくお願いします。 
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メトロ･ワールド･チャイルド日本事務所 
 所在地 〒104-0061 

東京都中央区銀座５-１４-６ 
橋ビルⅡ７階 ＴＦＣ内 

電 話 03-6264-7370（松山事務所 089-992-9020） 
ＦＡＸ 089-925-1501 
メール metrojapan@mission.or.jp 
URL https://metroworldchild.jp/ 

すべてのお振り込みは、下記宛にお願いいたします。 

ゆうちょ銀行：⼀六九店 当座預金 ００４１６１０ 
郵便局：記号番号 ０１６５０-３-４１６１０ 
口座名義はどちらも同じ 
メトロ･ワールド･チャイルド･ジャパン 

 

日本事務所からの重要なお知らせとお願い 

支援は続いています！ 
メトロ･ワールド･チャイルドでは、ウクライナ
市⺠支援もトルコ･シリア地震の復興支援も継
続中です。支援献金も引き続き受け付けていま
すので、よろしくお願いいたします。 

どのような支援も、現地に直接の知り合いや支
援者、メトロのスタッフがいなければ、実現する
ことは困難です。世界的な大きな団体が資金を
集めても、実際に現地に出かけて支援すること
は困難な場合がほとんどで、メトロがその働き
を担うこともあるのです。 

いつもそこにいて活動を続けているメトロなら
ではの機動力と人間関係が、最終的に支援を必
要としている人々に届くために必要なのです。 

 

日本事務所よりごあいさつ！ 
日中の暑さはまだまだ続いておりますが、日の入りも早く
なり、徐々に朝夕の涼しさを感じられる毎日となってまい
りました。皆様お元気でしょうか？ 

台風や豪雨で被災された方はいらっしゃいませんでしょう
か。災害支援も行っておりますので、ご連絡いただければ、
全国のキリスト災害支援ネットワークでお手伝いできるこ
とがあります。 

幸い、関係の方々の中で大きな災害に見舞われた方はおら
れなかったようですが、沖縄では、夏の最中に停電や断水
で、ご苦労された方々もいらっしゃいました。しかし、皆
さんが驚くほど平常心で、「ろうそく１本で過ごしていま
す」と明るく話されるのを聞いて、その前向きさに逆に励
まされました。 

皆様が災害から守られ、元気で幸せな日々を過 
ごすとができますようにお祈り申し上げます。 

日本事務所代表 万代栄嗣(まんだい えいじ) 

 


